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佐久市の文化についてのアンケート結果（速報値） 

  

調査対象：市内在住の２０歳以上の男女１，５００人 

抽出方法：住民基本台帳から無作為抽出 

実施期間：平成２３年８月２９日(月)～１０月３日(月) 

有効回答：８６９人（回収率：５７．９％） 男性：367人、女性：487人、不明 15人 

（現在、回答結果を分析・報告書の作成中） 

 

 

●佐久市の文化・芸術については、７割以上が盛んとは思っていない。 

・盛んだと思っている人の理由は、「歴史的文化財が保存・活用されている」が１位（約 36%）、次い

で「教育施設や文化施設が整っている」（約 26%） 

・盛んとは思っていない人の理由は、「文化活動の情報が身近にない・分からない」が１位（約 39%）、

次いで「芸術的に優れた公演が少ない」（約 31%） 

 

●１年以内にお金を払って文化・芸術を鑑賞したことがある人は約４５％（半数に届かない） 

・鑑賞内容は、映画、絵画、クラシック・吹奏楽が多い。 

・行かない理由は「時間的に余裕がない」が１位（約 28%）、次いで「鑑賞したい催しがない」（約 21%） 

 

●１年以内に文化芸術活動をしていない人は８割以上。 

・活動内容は合唱、絵画、バレエ・ダンスと続く。 

・活動しない理由は、「時間的に余裕がない」が１位（約 34%）、次いで「情報がない」「興味がない」

が同数（約 17%） 

 

●施設の利用状況 

・コスモホールが 50%を超え市の施設では一番だが、県の勤労者福祉センターよりも低い。 

・野沢会館は地区を越えた利用があるようだが、県の創造館よりも低い。 

・美術品、歴史・科学系展示施設で利用率が３０％を超えているのは、子ども未来館、近代美術館、

旧中込学校のみ。 

 

●施設に必要なことは「既存施設の活用機会の増加」が４割を超えて１位。 

 

●総合文化会館建設の是非に関する住民投票（ｱﾝｹｰﾄに答えてくれた人は住民投票に行った率が高い） 

・反対：約６４％、賛成：約２５％、棄権：約１１％。 
 

※参考：住民投票（H22.11.14実施）の結果（投票率：54.87%） 

（有権者数のうち）…反対：38.8%、賛成：15.8%、棄権：45.1% 

（有効投票のうち）…反対：71.1%、賛成：28.9% 

・建設に反対した理由は、財政面の不安（約 37%）、次いで既存施設がある（約 32%）。文化より他の

施策が大事と答えた人は、具体的な選択肢の中では最も低い。 

・建設に賛成した理由は、一流の芸術を鑑賞したい（約 46%）、次いで街が活性化する（約 38%）とな

っている。 

 

●今後の文化振興について大切だと思うもの 

・「多くの人が気軽に参加できる文化芸術活動の企画・開催」が 6割を超え１位。次いで 4割弱が「質

の高い文化芸術活動の企画・開催」と答えている。 




























